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　　Spac　T4　Kitの検討
高知県立中央病院　放射線科

　○尾崎新子，官崎純一，

　　牛尾啓二，吉田祥二

　Radio迦皿1nOas8ayによる血中サイロキシンの測定は、

1971年Chopraらによって報告されて以来、種々の

方法が開発されてルチン検査化されている。このたび

抗体をtube内壁に固相化して操作の簡便化をはかっ

たSpac　T4　kitが開発された。このkitについて基礎

的臨床的検討を加えたので報告する。

　t法並びに結果）①incubation時間の影響：指定

の37°cにおいて50分、55分、60分、65分、90分in－

cubateすると、時間と共にBcpnは増加する。30分

では、Bcロ1が少なく、標準曲線もゆるやかである。

60分、90分と標準曲線の勾配も大となる。90分では

特にT40～2μg／tdi．eで急勾配を示したが、20～40

μg／d9では差が少なくなる。　T4測定値は60分も90分

も変わらない。②採取血清量の影響：血清量を指定の

25Pteの2倍のSOμ4にすると、60分のincubateで

はBcpmが低く、90分incubateすると良い。③稀釈
実験：高T4血清（44μg／aε）を添付の0．0μg／a4の標準
液でY2、％Y5、　t／8、1イ』と稀釈して測定し、　Ploteする

と、ほぼ原点を通る直線となった。④回収実験：T4

測定値7．2μ幽の血清にT4を2、5、10、20、40μg
／td．e添加し、　T　4測定をすると、平均回収率は105．9％

であった。⑤T4抗体の特異性：MエT、　DIT、　thyrO－

glObuコinとは、100μg／a4まで交叉がまったく見られ

ず、Tsとは、22．7％の交叉を示したが、　Tsの血中濃度

はT4のYl　o　o程度であるから無視できる。④再現性：

T421．9、10．6、6。2、27μg／a4の4種の血清にっいて

tO回の同時再現性を見ると、C．V．は各々、4．8　7、　5．34

4．2　O、6．50esであった。5回の日差再現性では、　t．9氏

5．oo、6・9　2、1　5．1％であった。⑦正常人T4値の他のkit

との比較：SpacT4、科研PEG　IJアパツク、ダイナボツト

T41jア∬、中外Tab－R工氏第IKonSUI　T4にてT4測定す

ると、男子（20例）では、各々（M±S．D．）8．79±1．66、

8．22±1．35、9．22±1．61、　9．96±1．62、　8．09±1．52μEyrd4

であった。女子（15例）では、8．52±1．6　6、9．50±1．27、

10．15±1．4＆9．34±1．8　48．41±1．66μg／a4であったo

⑧正常妊婦のT4値：14例で11．44±2．1　9　”Ey’fd．eであっ

た。⑦疾患別のT4値：未治療のElype　rthyroid（19例）

2255±7．59、加療中（15例）16．95±7．86、未治療の耳列頃t1▽一

roid（5例）1．20±0．57、慢性甲状腺炎（5例）7．　46±1．56結節性

甲状腺腫（15例）、8．54±2．20、単純性甲状腺腫（5例）8．88±

0．71μg旭であった。＠他のT4　kitとの相関：CPBA法の

TetraSOrbによるT4との相関はr＝0．88であり、同じくRIA

法の科研PEG・IJアパツクとはr＝O．9　aダィナボツトIJアllと

はr＝0．9　7、中外Tab≒RIAとはr＝0．97、　Konsul　T4とは

r＝0．98の相関を示した。
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の検討
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　　池田　靖、仁瓶礼之
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　　鰐部春松

　最近開発された、サイロキシン（T4）抗体を測定チ

ユーブに固相化したT4ラジオイムノアツセイ法（SPAC

qRINの有用性を検討した。

（方法およひ対象）

　SPAGT4RエAKi七　の坑体の特異性、測定操作、
再現性等の検討を行なつた。また、各甲状腺疾患の血

中T・値を本法で測定し、CPBA法、二抗体法によるRl

A法、他の固相法によるRエA法の叫値と比較した。

正常者74例を含む217例を対象としたo
（結果）

　本法に用いた互抗体は、DIT、MIT、T3．濯、との間に

T4を1とした場合veずれも0．001以下の免疫交叉性を

示したのみであつた。インキユベーシヨンは57℃で

行つた場合、B／T％は60分迄は漸次増加したが、そ

れ以後は一定となつた。室温で90分簡のインキユペ

ー シヨンでも使用しうることを認めた。標準曲線はT4

2．0から40メθ／’deの間で、容量反応を示し、高T＋血

清の希釈曲線と平行関係を示した。回収率、再現性は

ともに良好であつた。

　正常者74例の血清T・値の平均（士SE）は・8・0士0・

2AS／tdeで正常範囲は、5．0から12．0〃／d人であつ

た。甲状昧機能充進症では16．7士1．OIS／de、低下

症では5．0士O．5　AS／de、単純性甲状腺腫8．7士O．9μS／

de、甲状腺腺腫8．4＋〔L　9μ9／de、妊婦170士O．7

μθ／asであつた。二抗体法あるいは、他の固相法を用

いたT4　RIA法、およびCPBA法による血清T◆値と本

法によるT4値との間には、いずれも推計学的に有意の

正の相関関係を認めた。中でも本法と同様の固相法に

よるT・値との間に最も良好な相関関係が認められ、他

の二法では、　1，一値が、本法とは著しく異なる例も認め

られた。

　（結論）

　本法は、血清T4のすぐれた測定法である。
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